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トレイルランの楽しさを多くの人に広めたいと思
い、2015 年に FunTrails を立ち上げました。ト
レイルランの大会の主催やウルトラマラソンの企
画・運営などが事業の中心です。選手や運営側だけ
でなく、地域の人たちにも楽しんでもらえるような
大会を目指しています。
毎年11月に、秩父市（埼玉）で主催している大
会には、300人以上のボランティアが参加します。
一般のボランティアのほかに無線や救護などの専門
的な知識や技術を持った人たちがそれぞれの役割を
担ってくれています。大会後、選手や地域の人たち
からの「また来年もやってね」の言葉が最高の労い
です。
大会を通じて、新たな地域貢献のあり方も考えて
います。これまでは開催地の経済的支援につながる
ようにと、選手たちに地元のお菓子を提供したり、
宿泊施設を案内したりしていました。最近ではス
タッフや選手たちと一緒に地域の困りごとを聞い
て、清掃活動をお手伝いすることもあります。金銭
面だけにとどまらず、関わる人みんなが笑顔になる
ような取り組みをもっと広めたいと思っています。

中学生の頃から陸上部で長距離を続けてきまし
た。大学を卒業後、パン屋さんに勤めた後に自衛隊
に入隊しました。先輩の自衛官に紹介されて、
2005年に初めて出場した日本山岳耐久レース（ハ
セツネ）がトレイルランニング（以下、トレイルラ
ン）との出会いです。
トレイルランでは、専用のザックやシューズ、コー
スによってはストックなどが基本装備となります。
また、日々の体調管理のために、ガーミンのウェア
ラブルデバイスを活用しています。心拍数や睡眠の
質を計測してくれるだけでなく、大会の日付や目標
タイムを入れておけば普段の生活でやるべきことを
提案してくれます。
今も選手として国内
外のレースに参加して
いますが、自分の納得
のいく走りを見せたい
という思いが強いです。やはりアスリートとして記
録や順位でよい結果を出せると嬉しいです。ただ、
過酷なレースを乗り越えた後に、フィニッシュ地点
で周囲の人が自分以上に喜んでくれる姿を見ること
も、トレイルランの楽しみの一つです。

トレイルランを通じて
地域貢献に新たなあり方を

トレイルランニングの
現役アスリートに
インタビュー

　大自然の景色を楽しみながら、未舗装の登山道や林道を駆け抜ける「トレイルランニ
ング」。近年、このスポーツを通じて地域貢献のあり方に一石を投じる動きがある。ト
レイルランニングの楽しさを広めようと、大会運営なども手掛ける FunTrails 合同会
社代表の奥宮俊祐さんに話を聞いた。

多くの人にトレイルランの魅力を

1979 年生まれ。埼玉県在住。
25 歳の時に、不整脈の手術を受け完全回復。快適に走れ
る喜びを初めて味わい、走りの楽しさを再確認。その年、
初めて日本山岳耐久レース（ハセツネ）を走り 3 位入賞。
それ以来、トレイルランニングに全力を注ぐようになる。
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すけ

Q アスリートとしてのトレイルラン Q「地域貢献は金銭面だけじゃない」
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Q A&
工夫し創造する

資質・能力を育てる 「主体的に問題を見つけ課題を解決する力や、生活を工夫
し創造する態度を育むことが大切」って言われるけど・・・

具体的にどういうこと？

Q A
家庭科は生活について学ぶ教科です。生きること全てとつながっています。「衣食住」は命を保つた
めに、「育児・介護・看護」は人間らしく生きるために、「安全・防災」は力を合わせて生きることを、
「消費・環境」は持続可能な社会に、そして、生きることの中核に生活があります。単に知識の活用
にとどめず、生活への願いや期待、意見、規範について、表現を介して外的世界に働きかける様相
が工夫し創造することではないでしょうか。

　子どもの現実の生活から学び（問い）を引き出
していますか。課題を考えるのは子ども、真正の
課題も子どもが考えるから主体的になります。生
活の何をどう学ぶか、主体的な問題解決は生活の
学びにあるのではないでしょうか。

　生活を見る目を家庭生活に限定できるでしょう
か。今の消費中心の生活は、家庭と地域、社会、国、
世界、地球環境、平和等とつながっています。科
学的に理解し、社会や文化の視点から生活を見つ
めることで自分の考えを耕すことができます。

　知識の習得に終わらず、実際の生活を取り巻く
社会を見つめその矛盾にせまることで、子どもは、
なぜ、どうして、どうすればと問い、自分の生活
と社会とをつなげながら考えます。現実とつなが
ることで学びがより深まります。

　生活の問題は解決できることばかりではありま
せん。むしろ正解がない場合が多いです。例えば、
共生では、正解より合意を見いだす学びが重要で
す。生活でのジェンダー、人権、平等、環境、貧
困等の問題について、他教科と結びつけながら考
え、検討する学びには大きな意味があります。

「主体的に問題を見つけ課題を解決する力や、生活を工夫
し創造する態度を育むことが大切」って言われるけど・・・
「主体的に問題を見つけ課題を解決する力や、生活を工夫
し創造する態度を育むことが大切」って言われるけど・・・

はて

 子どもの権利条約批准から30年、
家庭科が男女共修となって30年、
子どもたちの学ぶ権利と未来を
拓く家庭科教育

（手塚 美代子）

工夫し創造する学びを
阻む背景には・・・

ＩＣＴ化・デジタルコンテンツの多用

知識注入型 家庭生活に限定した学び

調理や製作だけ 評価のための活動

スタンダード化された授業 価値のおしつけ

なるほど

 現実の矛盾にせまる場面が
なぜ重要？Ｑ．主体的な問題解決学習に

するには？Ｑ．

課題解決に向けて
探究する授業とは？Ｑ．自然科学・社会科学・人文科学の

視点から生活の営みを
考えるのは・・・

Ｑ．



子どもの実態に基づいた
家庭科の資質・能力

これからの時代に
求められる資質・能力とは？１

　現代社会はより複雑化し、予測困難なブーカ
（VUCA： 変 動 性（Volatility）、 不 確 実 性
（Uncertainty）、複雑性（Complexity）、曖昧性
（Ambiguity））の時代にある。地球環境の変化、自
然災害の増加、経済的格差の拡大、加えて日本社会
においては、少子高齢化による家族形態の変化が複
雑に関係し、社会構造や働き方などに変化が起こっ
ている。近年では、グローバル化やAI などの急速
なテクノロジーの進化により、変化のスピードも加
速している。私たちが望む未来を創るためには、ど
のような資質や能力が求められるのか。まずは以下
の問いから始めてみよう。やや抽象的な問いである
ため「今の中学生にとって」や「10 年後に必要に
なるだろう力」など問いを限定してみてもよい。

　生活総研の「未来年表」で未来を眺めてみるのも
この問いを考える助けとなるかもしれない。例えば、
中学生の年齢である 13歳を入力してみると、現在
（2024 年）の 13 歳が 38 歳の年には、お金を介さ
ない取引が増え「お金」が消滅すること、46 歳の
年までには、急速な少子高齢化により実質国内総生
産（GDP）が約 25％減少すること、さらに SDGs
が達成されるのは、81 歳の年であることなどが予
想されている。
（https://seikatsusoken.jp/futuretimeline/）

子どもの実態から資質・能力を
考えてみる２

　筆者が担当する大学院の授業で「これからの時代
に求められる資質・能力とは？」を考えてみた。ま
ず、この問いの解釈からはじめた。履修者に高校教
員が 2名いたこともあり、対象を高校生に限定し、
「今の高校生が 10 年後社会で生きていくのに必要
な生活活動について」を検討することにした。この
問いのもと、各自思い
ついたことを付箋に書
き出した。1人あたり
約 15 枚程度の付箋を
書き出したのち、すべ
ての付箋を出し合って
全体で議論しながらグ
ルーピングをし、各グ
ループの名前をつけ
た。最後にグループ間の関係性や配置について議論
した。この結果をイラストの形にして示す（図１）。

　高校生が 10年後の社会で生きていくために必要
な生活活動とそれらを育む基盤となる要素を樹木の
育ちに見立てている。「生き抜く力」（根）を基盤と
し、社会との関わり（幹）の中で、多様な知識・技
能・思考・経験（枝葉）を積み重ねていくことが表

グループの完成作品

図１　10年後の社会で生きるための高校生に必要な生活活動

家庭



　これは筆者が担当する小学校家庭科教育法の授業
で行っている活動であるが、5・6人のグループで
グーグルジャムボードを使ってまとめさせた例を図
２に紹介する。このグループでは３つの資質・能力
をベン図を用いて分類した。ベン図の重なりにある
項目も多く、３つの資質・能力は簡単に分類するこ
とができない内容も多いこと、また、学びに向かう
力・人間性は家庭科の多くの学習内容と関連してい
ることなどを議論し、教科書の学習内容と資質・能
力の両方の理解を深めていた。

図２　家庭科教科書から資質・能力を考える活動

資質・能力を
考えてみることの意義4

　時代や社会の急速な変化によって、新しい概念や
キーワードが次々と生まれ、それに伴い求められる
資質や能力も多様化している。これら新出単語を自
分の言葉で置き換え表現してみたり、既存の概念と
対応させたりしながら、解釈を深めたり、他者と議
論することが大事である。

現されている。また、育ちには外部からの環境（太
陽・光）の影響を受け、豊かに生きるために必要な
（水）が描かれている。根にある「生き抜く力」には、
「自己を客観視する力」、「意思決定能力」、「批判的
思考力」、「自己判断力」などが入っており、生徒が
主体的に生きるための要素が挙がっている。幹には
「社会と共に生きる」と「人権・多様性」があり、
社会生活の中心となる対人関係の重要性が示されて
いる。枝葉は、「生活実践力」や「心身の健康管理」
があり、このグループには、衣食住、消費、環境、
保育、介護、健康等に関する知識や技能の内容があ
る。また、幹に近い枝葉には、「ライフコースを考
える」や「人とかかわって生きる」がある。枝葉に
配置された事柄は、樹木の葉のように、古いものが
散り、新しいものが芽生える可能性もある。また、
図の左側を「自己を見つめる」、右側は「他者とか
かわる」事柄として整理された。各要素が相互に関
連し合い、バランスの取れた成長が重要であること
を見出している。評価の観点からみれば、枝葉の育
ち具合はわかりやすいが、根の状態は成長に時間も
かかり、地中にあるためわかりにくい。可視化され
ていて実態が捉えやすく、比較的短期間での評価が
可能な資質・能力と可視化されておらず実態が捉え
にくく、評価には長期間の観察が必要となる資質・
能力があるといえる。
　このように、児童や生徒の実態に立ち返って、家
庭科で身につく資質・能力について考えてみると、
家庭科の本質的な学びを意識することにつながる。
また、日々の授業で設定される資質・能力は、子ど
もたちが望む未来を創るための長期的展望を捉えに
くい。そのために、生活の見方・考え方の視点が重
要であることの理解も深まるだろう。

教科書から資質・能力を考えてみる３

　現行の学習指導要領では、家庭科で育成を目指す
資質・能力を「知識及び技能」、「思考力・判断力・
表現力」、「学びに向かう力・人間性等」の 3つの
柱に沿って整理している。家庭科の教科書を用いて、
家庭科で身につく資質・能力を具体的に探してみる
方法もある。

千葉大学教育学部　准教授。
博士（学術）。
専門は家庭科教育、生活経営学。

中山 節子 （なかやま せつこ）



1 はじめに

快適に過ごすためには、身の回りを整理・整頓す
ることは欠かせない。さらに、整理・整頓を行う際
には、整理・整頓する物や場所といった状況に合わ
せて使いやすく工夫することが重要である。しかし、
「学校ではするけれど家ではしない」といった児童
の実態もよく耳にする。そこで、整理・整頓の仕方
が分かり、物や場所といった状況に応じて柔軟に工
夫して整理・整頓を行い、生活の中での実践へとつ
なげていくことをねらった授業実践を紹介したい。

2 子どもの実態から課題をつかむ

題材の１時間目（１／４）には、教科書「わたし
たちの家庭科５・６」の写真を基に、整理・整頓が
なぜ必要であるのか全員で考えた。そして、健康・
快適・安全に過ごすために整理・整頓が必要である
ことを見いだした。すると、次の休み時間には早速
自分の身の回りを整理・整頓しようとする児童が見
られた。また、どこの整理・整頓が必要であるか調
べた際には引き出しと答えた児童が多かった。さら
に、整理・整頓をしても継続して行うことができて
いないと感じている児童がいることが分かった。
そこで、本時（２／４）では、引き出しを教材と
し、整理・整頓の仕方について調べていく授業を展
開した。導入段階では、整理・整頓は必要であると
捉えた前時を振り返らせ、整理・整頓ができていな
い引き出しの写真を提示した。児童からは、「取り
出しにくい」「時間がかかりそう」といった声があ
がった。そこから、どのように整理・整頓をすると
よいかという本時のめあてを設定した（図１）。

3 工夫して解決できる教材の設定と
実践活動

本時の展開段階では、「どのように整理・整頓す
るとよいのか」という課題を解決するために、「取
り出しやすさ」「安全」といった視点を共有させ、
実際に班で引き出しの整理・整頓を実践する時間を

設定した。ここでは、児童が普段から使用している
教科書やノート、文房具を準備し、整理・整頓の仕
方について話し合いながら課題を解決することがで
きるようにした（図２）。

小学校家庭
工夫を見いだす実践的活動
～整理・整頓の実践から～

図１　導入段階板書

図２　整理整頓を行う班ごとの引き出し

福岡教育大学
附属久留米小学校
松元 瞳美
（まつもと あいみ）



また、その日の時間割を提
示して整理・整頓の仕方につ
いて共通の基準を基に考え
ることができるようにした
（図３）。
児童は、共有した視点を基
に、班で「どう整理・整頓す
ると使いやすいのか」を話し
合いながら整理・整頓の仕方

について調べる様子が見られた（図４）。
Ａ児は、「まず全ての物を出して並べよう」と班
に提案した。すると、同じ班のＢ児は、「大変だか
ら並べる必要はないのでは」と返答した。すると、
A児は「何が必要なのか分からないと整理できない
から全て出した方がよい」と答えた。Ｂ児からの意
見に対して前時までに身に付けた知識を用いて回答
したのである。その回答にＢ児も「先に整理した方
がやりやすそうだ」と初めの考えを変容させる姿が
見られた（図５）。他の班では、整理を行った後、
使いやすく並べる際に、「大きさごとに並べる方が
よい」という考えと「教科ごとに並べる方がよい」 という考えで意見が分かれた。大きさごと、教科ご

とに分けた方がよいと考える理由を班で説明してい
たところ、班の一人の児童が「どちらも使いやすい
ようにしていることは同じではないか」と意見の共
通点に気が付いた。そこで、この班では、「取り出
しやすいように教科や大きさでまとめる」という工
夫を見いだすことができた（図６）。班で活動を行
うことによって、整理・整頓の仕方の工夫について
の根拠を明確にしながら実践したり、よりよい整理・
整頓の仕方はないかと考えながら実践したりするこ
とができた。

4 実践を共有し、整理・整頓の仕方を
見いだす場の設定

それぞれの班で行った引き出しの整理・整頓につ
いて学習者用端末上にまとめ、全体で交流をした。
ここでは、それぞれの班の工夫について発表させ、
共通点を見いだすことができるようにした（図７）。
ノート、教科書、文房具といった種類や大きさでま
とめたり、仕切りを使って区切ったり、筆箱やよく
読む本を手前に置いたりするといった工夫が各班か
ら出された。そして、どの班もよく使う物を残した
り、取り出しやすくしたり見やすくしたりする工夫
を行っていることを全体で見いだすことができた。

図３ 　提示した時間割
図５　B児のノート

図６　C班の児童のノート

図４ 　班ごとによりよい整理・整頓の方法を話し合いなが
ら引き出しの整理・整頓をする様子



本時の終末段階では、本時の学習を生かして生活
の中で実践してみたいことについて考えた。すると、
「今すぐに引き出しだけでなく学校の棚も整理・整
頓したい」「家の学習机の中も整理・整頓したい」
と生活の中での実践について具体的にイメージする
ことができた。

5 おわりに

学習後には、「自分の部屋も本棚を大きさごとに
並べました」と報告に来る児童がいた。家庭科の授
業で身に付けたことを生活の中で当たり前に実践し
ていくことにつながっていって欲しいと思う。そし
て、今後も授業を通してできたこと、分かったこと
を生活の中で実践していくことができる家庭科の授
業について私自身が勉強を重ね、実践をしていきた
い。

図７　班の実践をまとめる児童

資料
本時の児童のノート



1 はじめに

学習指導要領解説では、「生活を工夫し創造する
資質・能力とは、家庭分野の学習で育成を目指す資
質・ 能力（「何ができるようになるか」）であり、
生涯にわたって健康で豊かな生活を送るための自立
に必要なもの」であると記載されている。「生活を
豊かにする工夫」について自分が特に意識して取り
組んでいる授業は被服製作実習である。
身の回りの布製品は既製品が多く、家で裁縫をす
る場面は減っている。「裁縫」というと、苦手意識
をもつ生徒も多い中、授業時間も限られている。こ
のような状況から、　①製作を通して生徒が自分の
手で生活を豊かにできることを実感し、ものづくり
の良さや楽しみを味わうこと、②自分が必要として
いるもの、自分の生活を改善するものを考えて製作
する中で、長く使うための工夫を考えること、この
２点をねらいとした。

2 授業実践　～製作物決定～

題材名：手ぬぐい小物製作
対　象：中学２年生
時　数：９時間
本実践では、手ぬぐいを教材とし、生徒個人が生
活のニーズに合わせた製作物を考え、作る授業を
行った。
まず、それぞれの生活の課題やニーズに合わせて
作りたいものを自分で決めた。教科書を参考にした
もの、教員が製作したものから７つの例の実物を示
し、作り方をPC上で配布した。約７割の生徒は例
の中から作るものを選んだ。例の中から選んだ場合
も、ボタン位置、まちやスナップボタンの有無など、
細かい部分を自分で決めるように指導した。

【７つの実物例】

残りの約３割の生徒は、自分の作りたいものを
PCや教科書で調べた。生徒が調べた製作物の例と
しては、ポーチ、布トレイ、ぬいぐるみ、クッショ
ン、バッグ、巻物型道具入れ、ヘアバンドなどがあっ
た。
その後、製作計画をレポートにまとめた。製作計
画・実習記録・まとめが一つのレポートになるよう
にまとめた。製作計画では、製作物をどのように使
いたいか、入れたいものや具体的な生活場面を想定
することで、丈夫に縫う箇所、デザイン上の工夫に
つなげられるようにした。
また、自分で作業の見通しをもって製作を行うた
めに、1時間ごとの作業計画を立てた。最初と最後
の 1時間ずつは準備、仕上げ、予備とし、残り 6
時間は作り方を見ながら、大まかな計画を立てた。

中学校家庭分野

工夫し創造する資質・
能力を育成する学習

小金井市立
小金井第一中学校
尾形 美和子
（おがた みわこ）

【製作計画レポートの一部】



3 授業実践　～製作とまとめ～

配布した作り方やそれぞれが調べてきた資料をも
とに、製作を行った。教員は、それぞれの生徒の進
度を確認しながら、縫い方や製作上のポイントを机
間指導した。また、学習支援員に製作が苦手な生徒
や作り方の理解が難しい生徒の支援を依頼した。授
業時間の最後の10分間は片づけ、実習記録の記入
にあてた。
　進度の確認は、机間指導だけでは時間が足りな
いため、実習記録を確認し、躓きが見られたら、次
の授業で支援するようにした。

【実習記録】

実生活で使うことを意識するため、製作途中の段
階でブックカバーに本を入れたり、弁当袋に弁当箱
を入れたりと、実際に使って大きさや丈夫さを確か
めながら、製作を進めた。早く終わった生徒には、
かんぬき止めや二度縫い等の縫い方を指導し、丈夫
に縫うとよい箇所を生徒が考えながら、製作物の完
成度が挙げられるようにした。

【完成作品の例】

完成後に工夫点をレポートにまとめた。以下がそ
の一部である。

4 おわりに

この学習では、生活のニーズや課題に合わせて生
徒自身が選んだ教材であるため、意欲的に取り組む
生徒が多かった。目的に合った形にするにはどうし
たらよいか考えたり、より使いやすい形にするため
に縫い直したりと、試行錯誤する姿も見られた。
今回は生徒が製作計画を立てること、多様な製作
物を選べるようにすることから、9時間構成とした。
実際には製作が４～5時間程度で終わる生徒もお
り、その場合は余り布で他の製作物をつくっている。
時間がかかる製作物を減らすことで、時間数を減ら
すことも可能だと考える。
生活を豊かにすることは、自分の生活やそこに関
わる人・もの・ことに興味をもち、ニーズや課題を
見つけることから始まると考える。生活に関わるも
のを自分で作る経験を通して、達成感や満足感を得
て、次の活動への意欲を高められるように、今後も
授業を工夫していきたいと思う。

・今回一番工夫したのは、ゴムの位置だ。最初、ゴ
ムを縫ったら、先端の部分から離れすぎていて先
端の部分が入らなかった。２回目に、縫い直して
も少ししか入らなかった。そして３回目でやっと
先端の部分がきっちり収まった。
・小さなポケットの他に、大きなポケットも作るこ
とで、ペン以外にも色々なものを入れられるよう
にした。
・縫い目をなるべく細かくして布の隙間などを作ら
ないようにした。特にマチの部分などは意識して
細かめに縫った。そしてデザイン性も重視して布
の切り返しを作ったり、マチを丸くして自立でき
るようにした。

生徒の記述より



新着情報
N E W

 �衣類などの洗濯表示が変わりました。
 （令和６年８月20日以降に表示する記号）

 �日本のジェンダーギャップ指数 2024年は146か国中118位です。

（消費者庁公表資料より）

　前年に比べ全体順位が７位アップしたが、
先進国では最下位レベルである。順位が上
がった主な要因は、政治分野の順位アップが
大きい。また、経済分野においては、先進国
中で最大の男女間賃金格差、管理職における
女性割合の少なさが依然、目立っている。

全体順位 118（125）

経　　済 120（123）

政　　治 113（138）

教　　育 72（47）

健　　康 58（59）

労働力率 80（81）

同種業務での
男女間賃金格差 83（75）

収入の男女格差 98（100）

管理職の男女比 130（133）

経済分野の評価基準と順位

※ （ ） 内は 2023 年の順位 （世界経済フォーラム「Global Gender Gap Report 2024」より作成）



研究大会情報令和６年度

小学校家庭科
 第61回全国小学校家庭科教育研究会�全国大会・三重大会

大会主題 豊かな心と実践力を育み、未来を拓く家庭科教育

日時 11 月 22 日（金）

会場

第 1 会場　授業公開　亀山市立亀山西小学校

第 2 会場　授業録画放映＆授業者解説　亀山市文化会館

全体会場　亀山市文化会館

参加費 5,000 円（資料のみ 3,500 円）

問い合わせ先
三重県小学校家庭科教育研究会　会長　四日市市立中央小学校長　長﨑 雅子
TEL：059-353-9279　 FAX：059-359-0108
E-mail：chuo-eteacher@city.yokkaichi.mie.jp

 地区大会
北海道・東北 12 月７日（土） 　【福島】 関東・甲信越 11 月 29 日（金）【栃木】

近畿 11 月８日（金） 　【大阪】 中国・四国 11 月 18 日（月）【鳥取】

九州 11 月 26 日（火）【宮崎】

中学校技術・家庭科
 第63回全日本中学校技術・家庭科研究大会・山形大会

大会主題 「未来社会を生き抜くための資質・能力を育む技術・家庭科教育」
～創造的な問題解決の実践を通して～

日時・会場 11 月 14 日（木）全国理事会・全体会【会場：山形テルサ】
11 月 15 日（金）公開授業・授業分科会・内容別分科会【会場：山形市立第三中学校】

参加費 4,000 円　※昼食代（希望者）1,100 円

申込方法 https://www.yamagata-gika.site よりお申込み

問い合わせ先
山形県中学校教育研究会技術・家庭科部会　事務局長　山形市立第二中学校教諭　黒沼 和幸　
TEL：023-644-3902　 FAX：023-645-8253
E-mail：k.kuronuma@dai2-j.ymgt.ed.jp 

 地区大会
北海道 10 月 17 日（木）・18 日（金） 【上川】 関東・甲信越 10 月 24 日（木）・25 日（金）【千葉】

東海・北陸 10 月 31 日（木）・11 月 1 日（金）【福井】 近畿 11 月７日（木）・８日（金） 【滋賀】

中国・四国 11 月 27 日（水）～ 29 日（金）　【徳島】 九州 11 月 20 日（水）～ 22 日（金）【沖縄】
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